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消化管疾患、特に腸管免疫性疾患の病因および病態形成機序を解明し、それに基づき和漢薬等を
含めた新規治療薬の創出を目指す。
〈〉研究概要
消化管は機能性疾患が多＜、不定愁訴が多岐にわたるため疾患が特定しにくい領域であり、現
代医学のなかでち和漢薬治療が多＜取り入れられている領域である。このような疾患に苅し、西
洋医学的治療では薬理学的メカニズムの明らかな単剤を胃、小腸または大腸など部位を特定して
用いる場合が多いが＼和漢薬治療では、消化管全体を生命活動の原動力となる“気”を生み出す
ーっのシステムと考え、西洋医学的発想にはない“消化管全体の機能を高める”ことにより不定
愁訴を軽減するという統合的、複眼的な考え方があるーそのためには、消化管疾患に刻する十分
な知識と経験が必要であり、基礎的な病態生理学的、薬理学的研究ももちろん不可欠である。西
洋薬、和漢薬にはそれぞれに特徴があり、相反させることな＜両者の特長を活かして薬物治療に
あたることにより、さらに治療域を広げることも重要であると考えている。
消化管生理学分野では、近年患者が急増してきでいる腸管免疫性疾患、すなわち炎症性腸疾患
(IBD）である漬湧性大腸炎、さらに食物？レルギーを苅象疾患としている。若年層を中心lこ患
者が急増している潰療性大腸炎は、厚生労働省の特定疾患に指定されている慢性で難治性の腸管
免疫性疾患である。腸管での免疫異常を背景とする IBDに対して、近年の粘膜免疫学の発展を背
景に精力的な免疫学的病態研究が展開されているにもかかわらず、その病因や遷延化因子などは
未だ不明であり、従って、病態を基盤とした治療薬や治療法は確立されていない。また、食物ア
レルギーは腸管粘膜免疫機構の未熟な小児にその頻度が高＜小児の肉体的精神的発育への影響
は重大であり、さらに、いわゆる「7レルギーマーチjの引き金としても舎やその病因・病態形
成機序の解明と対策は急務であるが、未だ充分な解明はなされていない。
全書免疫系では神経系さらには内分泌系との間に密接な強いクロストークガ明らかにされて
いる。腸管では粘膜免疫系組織が集積する粘膜固有層を中心に密な神経線維の存在が知られてい
るにもかかわらず、腸管の神経系、免疫系、内分泌系などで構成される「腸管イン卜ラネットJ
という統合的考え方からの研究は世界的にも始まったばかりであり、「腸管イントラネットJの
破綻という観点、から、腸管疾患の病因・病態に迫る研究は殆んどなされていない。
消化管生理学分野では、この点、に着目し、自律神経系・腸管神経系、リンパ球・マスト細胞な
どの粘膜免疫系、腸クロム親和性細胞などの腸内分泌系で構成される「腸管イントラネットjと
腸管免疫性疾患の病因・病態との関連を、病態生理学的、分子生物学的、神経科学的及び形態学
的に解明することを目的としている。
そこで、遺伝子改変動物（PPAR7ノックアウトマウス、 PI3ー キナーゼノックアウトマウスなど）
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などを用いた腸管免疫性疾患の有用な病態モデルを確立しだ後、特に神経系と免疫系の接点と考
え始められたニコチン受容体（α7型ニコチン受容体）を介するコリン性抗炎症・免疫機構及び
PPAR7を介する抗炎症・免疫機構などの病態生理学的役割を解明し、さらに和漢薬を含めた新規
特異的治療薬を創出することを目指す。
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